
R4 年度 第 1 回「新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査受検率・陽性者受診率の向上に資

する研究」班会議（kick off meeting）Agenda   

 

日時 202２年６月４日（土） 1３時 10 分～16 時１０分（最長 17 時０0 分） 

開催方法：会場＋zoom meeting(ハイブリッド開催) 

会場場所：ビジョンセンター横浜４０２号 （最下段にアクセス図有） 

〒220-0004 神奈川県横浜市西区北幸２丁目５−１５ プレミア横浜西口ビル 4F 

https://www.visioncenter.jp/yokohama/access/   

& zoom meeting(以下 URL)  

https://us02web.zoom.us/j/84110948735?pwd=dzVUL1ZlTDVoR0tuQk9Pa

UFQTDhjdz09 

ミーティング ID: 841 1094 8735    パスコード: 922666 

 

参加予定者：5１名 （一部の方は席指定となります 下線は新規分担員） 

現地参加者（敬称略）：行本、野沢、木塚（肝炎室） 立道、深井（東海）徳本（愛媛） 

高橋（佐賀）榎本、小塚（大阪公）井上貴（名市）内田（埼玉）井上泰（韮崎市民） 

井出（久留米）江口、矢田、松本（ロコメ）後藤、沢口（慶応）小川、大原（北海道）井上

淳（東北）池上・曾田（茨城医）柿崎（高崎医）今井（川崎市）川部（藤田医）末次（岐阜）

加治屋（広島）日髙（山口済）立木（徳島）堀野（高知）瀬戸山（熊本）遠藤（大分） 

永田（宮崎）竹内、是永、磯江（情報 C） 37 名 

Zoom 参加者（敬称略）：森山(PO) 滝澤(研究企画)  寺井、荒生、酒井（新潟）島上（金沢） 

戸所（群馬眼）戸島（群馬肝）相崎（感染研）平山（愛知県）加藤（下関厚）渡辺、今井（愛

媛）西村（美川眼）磯田（佐賀）  15 名 

 

進行案 

・挨拶（15 分） 

肝炎対策推進室（行本・野沢・木塚様）プログラムオフィサー（森山様）企画室（滝澤様） 

新規分担員*（徳本先生 小塚先生 後藤先生 川部先生 大原先生 *現地参加者） 

・議 題 

1.  2 年間経過と今年度について（是永 10 分） 

２．政策研究班から（スライド・コメント可）；コ江口先生⇒ｗ島上先生 

３. 今年度の研究成果予定（スライド 3 枚 次演者は発表席となりに移動ください ） 

 a 重点課題担当者から（徳本先生⇒井上泰先生⇒高橋先生（ｗ西村先生・w 戸所先生・ 

   コ井出先生）⇒井上貴先生（加治屋先生）⇒磯田/榎本先生⇒立道先生） 

＊重点課題分で 3 枚＋別課題有あれば 1 枚追加可能 

（次ページ有） 

https://www.visioncenter.jp/yokohama/access/
https://us02web.zoom.us/j/84110948735?pwd=dzVUL1ZlTDVoR0tuQk9PaUFQTDhjdz09
https://us02web.zoom.us/j/84110948735?pwd=dzVUL1ZlTDVoR0tuQk9PaUFQTDhjdz09


 ｂ. 各分担員から：榎本先生（小塚先生）⇒小川先生⇒井上淳先生⇒w 荒生先生⇒ 

池上先生⇒柿崎先生⇒内田先生⇒末次先生⇒日髙先生⇒遠藤先生⇒永田先生⇒ 

瀬戸山先生⇒w 相崎先生⇒w 加藤先生 

3. 討論・総評（10 分) 

4. 事務連絡(今後の会議予定)（5 分) 

  榎本先生より（門脈圧亢進症学会） 井上貴先生より（愛知県肝 Co 養成研修会） 

  是永より（肝臓学会主催 市民公開講座 関東地区）(HBsAgGI について) 

  作業部会と班会議について 

    特定科対策（7/16  15 時 or15 時 30 分） 自治体 9 月 or11 月 

    職域・両立（9 月） 院内非専門医（陽性者について調査票をお送りします） 

 



R4 年度 第 1 回「新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査受検率・陽性者受診率の向上に資

する研究」班会議（kick off meeting）議事録   

 

日時 202２年６月４日（土） 1３時 10 分～15 時 5０分 

開催方法：会場＋zoom meeting(ハイブリッド開催) 

会場場所：ビジョンセンター横浜４０２号  

現地参加者（敬称略）：行本、野沢、木塚（肝炎室） 立道、深井（東海）徳本（愛媛） 

高橋（佐賀）榎本、小塚（大阪公）井上貴（名市）内田（埼玉）井上泰（韮崎市民） 

井出（久留米）江口、矢田、松本（ロコメ）後藤、沢口（慶応）小川、大原（北海道）井上

淳（東北）池上・曾田（茨城医）柿崎（高崎医）今井（川崎市）川部（藤田医）末次（岐阜）

加治屋（広島）日髙（山口済）立木（徳島）堀野（高知）瀬戸山（熊本）遠藤（大分） 

永田（宮崎）竹内、是永、磯江（情報 C） 37 名 

Zoom 参加者（敬称略）：森山(PO) 滝澤(研究企画)  寺井、荒生、酒井（新潟）島上（金沢） 

戸所（群馬眼）戸島（群馬肝）相崎（感染研）平山（愛知県）加藤（下関厚）渡辺、今井 

（愛媛）西村（美川眼）磯田（佐賀） 15 名 

 

議事録 

0. 肝 Co 班（江口班） ICT 班（金子班）からの情報共有 

1.   重点課題(担当者 敬称略) 

 ・職域肝炎ウイルス検査（是永）： nudge による検査促進（論文化 1）  

レセプト data 用いた組合健保肝炎ウイルス検査数と陽性者の受診行動（論文化 2） 

 

・両立支援（徳本・日浅）： 認知度調査解析（論文化 3） 

 



・専門医療機関における非専門科肝炎ウイルス陽性者対策（井上泰 井出 論文化 4） 

 

・眼科のおける肝炎対策（高橋 西村 戸所 井出 コミュニケーションツール作成・展開） 

 

・歯科のおける肝炎対策（井上貴 加治屋 歯科医師会への講習会⇒全国展開） 

 

 



・肝 CO 配置是正（磯田 再調査）⇒論文化５ 

 

・職域肝炎検査ボトルネック解析・FIB4 検診利用(立道) 

⇒FIB4 有効性＋職種別陽性率 論文化 6,7 

 

２. 各分担員の今年度目標 

榎本先生：大阪産婦人科対策と肝 Co 配置是正論文校正  

 

 

 

 

 

小塚先生：大阪高感染地域の陽性者 follow up(FU) 

 

 

 

 

 

 

 



小川先生：北海道受診確認率の向上 院内眼科陽性者 FU  専門医療機関陽性者 FU 

 

井上淳先生：宮城県眼科陽性者 FU  自治体陽性者受診確認率の向上  院内陽性者 FU  

 

荒生・寺井先生： 院内陽性者 FU 

 

 

池上先生：陰性カード効果（論文化８） 

 

 

 

 

 

 

 

 



柿崎先生：群馬 自治体陽性者受診確認率の向上 協会けんぽ肝炎検査数調査 

 

内田先生：多施設自治体陽性者発見契機 埼玉県妊婦健診疫学調査（論文化 9  10） 

   自治体陽性者 FU 向上 

末次先生：岐阜県眼科医対策（研究班外展開） 

 

 

 

 

日髙先生：山口県協会けんぽ肝炎検査調査 院内陽性者 FU 向上 

 

 

 

 

 

 

遠藤先生：透析陽性者対策 協会けんぽ肝炎検査調査（nudge が有効という論文は？） 



永田先生：宮崎県妊婦健診陽性者 FU（20ys HCV 陽性者有） 協会けんぽ肝炎検査調査 

 

瀬戸山先生：整形外科・眼科陽性者対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相崎先生：医師会を通した自治体の陽性者 FU 

 

 

 

 

 

 

 

加藤先生：拠点病院以外での院内非専門医陽性者対策 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



その他①：川崎市 QR コード・委託医療機関を介した受診確認率向上（論文化？） 

 

その他②：ウイルス排除カード展開（山梨大での取り組み論文化？⇒他施設で） 

 

その他③：８拠点病院院内陽性者疫学（論文化 11）・陽性者実態調査（要調査協力） 

 



その他④：HCV 抗体陽性 HCVRNA 陰性者増加（排除カード以外の対策は？） 

 

その他⑤：肝 Co 養成講座の均てん化（川部先生へ調査と理想の講習内容を検討して頂く） 

3. 事務連絡 

①門脈亢進症学会への登録 

②9 月 11 日研究班主催 愛知県肝炎 Co 養成講習講師募集（井上貴子先生へ） 

③7 月 31 日肝臓学会主催 研究班共催 市民公開講座（関東地区） 参加お願い（別紙） 

④作業部会 班会議予定案 

 特定科対策（7 月 16 日 15 時 30 分 or16 時開始） 職域・両立（9 月 24 日 PM？） 

 自治体（9 月 or11 月） 第 2 回班会議 11 月 26 日夕方～仙台 



R4 年度第 2 回「新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査受検率・陽性者受診率の向上に資

する研究」班会議 Final Agenda 

 

日時 202２年 11 月 26 日（土） 第一部 1５時 20 分～18 時 3０分 

（現地開場/web 入室 14 時 50 分～）  

                   第二部   18 時 45 分～20 時 45 分（最長 21 時） 

開催方法：会場＋zoom meeting(ハイブリッド開催)   *第 2 部は現地のみ 

会場：TKP ガーデンシティ PREMIUM 仙台西口 ホール 7B 

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-sendai-nishiguchi/access/ 

WEB：Zoom meeting invitation - 肝炎情報 C 是永の Zoom ミーティング 

https://us02web.zoom.us/j/89670455516?pwd=VDhXOTVYYnU4RXdHYzk

wK0xiWUhZZz09 

ミーティング ID: 896 7045 5516  パスコード: 585751 

（緊急連絡先：是永携帯 09068396947) 

参加者（敬称略）: 52 名（肝炎室・PO・ 

会場 (29 名) :木塚・考藤・立道・徳本・日浅・井上貴・内田・井上淳・井出・中原・相崎・

磯田・高橋・柿崎・戸島・川部・加治屋・大原・永田・西村・立木・黒岡・今井・小泉・竹

内・磯江・應田・劉・是永 

web (23 名):島上・後藤・沢口・戸所・榎本・小塚・遠藤・井上泰・日髙・末次・小川 

今井・渡辺・加藤・荒生・酒井・池上・平井・瀬戸山・行本・野沢・滝澤・森山 

欠席（2 名): 江口 深井 

 

進行   （w は web にて発表 web 参加者は会議中カメラオンでお願いします） 

・挨拶                                                        15 時 20 分～ 

肝炎対策推進室（木塚様・w 野沢様・w 行本様） 肝炎情報センター(考藤先生) 

プログラムオフィサー（w 森山様）  研究企画調整センター/松岡班(w 滝澤様） 

・議 題                                                       

1.  政策研究班から情報共有（各 3 分 スライド有） 

 松岡班（木塚様）  考藤班（考藤先生）  金子班（w 島上先生） 

 

２.  3 年間の研究成果（→経過よりも結果を報告）              15 時 40 分～ 

 a 重点課題～肝炎ウイルス撲滅のための新規手法～（スライド 5 枚迄 各 5 分以内）  

   歯科：井上貴先生（追加発言：加治屋先生）・瀬戸山先生 

   眼科：高橋先生・西村先生・w 戸所先生・大原先生 

   拠点病院肝 Co 対策：磯田先生（追加発言：w 榎本先生） 

   専門医療機関の非専門医陽性者対策：w 井上泰先生（追加発言：井出先生） 

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-sendai-nishiguchi/access/
https://us02web.zoom.us/j/89670455516?pwd=VDhXOTVYYnU4RXdHYzkwK0xiWUhZZz09
https://us02web.zoom.us/j/89670455516?pwd=VDhXOTVYYnU4RXdHYzkwK0xiWUhZZz09


   非認識者受検者減少を考えた陰性結果カード有用性：w 池上先生 

   両立支援の現状；徳本先生（追加発言：日浅先生） 

   D＆I 研究（職種別陽性率）/健診医療機関における FIB-4 有用性：立道先生 

   委託医療機関を活用した陽性者受診確認率向上：今井様/小泉様 ・w 小川先生 

   協会けんぽ肝炎ウイルス検査促進・院内陽性率・ウイルス排除カード・（是永） 

                                                       → 17 時 10 分まで 

 

b. 個別発表（スライド3枚迄3分以内 地域/拠点病院の新規手法の結果 共同研究以外） 

    宮城：井上淳先生  

       群馬：柿崎先生/戸島先生 

   新潟：w 荒生先生/w 酒井先生 

   埼玉：内田先生 

      岐阜：末次先生 

   山口：w 日髙先生 

       熊本：w 瀬戸山先生 

       宮崎：永田先生 

   透析施設：w 遠藤先生 

    高感染地域の陽性者対策：w 小塚先生       →最長 18 時 0０分まで 

 

３.  コメント（班研究結果から考える今後展開・必要なこと・要望 口頭 1～2 分） 

         肝 Co 均てんかの必要性：川部先生 

肝 Co の立場から：立木様 

専門医療機関の立場から：w 加藤先生  

         自治体の立場から：黒岡様 

    感染研の立場から：相崎先生 

    肝炎情報 C の立場らから：竹内先生 

    医療行動経済学の立場から：w 平井先生 

        費用対効果の立場から：w 後藤先生/w 沢口先生  

   

４．総評 

   プログラムオフィサー（w 森山様） 

 

５.   事務連絡 

   成果概要・報告書・作業部会（3/18 非専門医対策＋職域）半年間で行うこと 

 

第 2 部：今後について（成果物の水平展開・新規取り組み） 
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